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研究成果の概要（和文）：グローバル化が進む中、経済の国際化に対応するための実践的英語教育がますます必要とさ
れている。本研究プロジェクトでは、まず、アジア諸国で働く日本人ビジネスパーソンが現場で用いている英語の実態
について現地でのインタビューと質問紙を通して調査した。調査結果から、特にニーズが高い英語スキルとしてパブリ
ックスピーキングスキルが示唆された。更に、その効果的な指導法を探るため、日本人学習者と英語母語話者それぞれ
のデータを分析した。分析結果から、質の高いパブリックスピーキングを行うための、音声上・動作上の具体的な指標
を得た。

研究成果の概要（英文）：This project focused on practical English skills that are needed in international 
business scenes in Asia. Firstly, a needs analysis was conducted in order to investigate important 
English skills in the global business arena. The result of the needs analysis indicated that one of the 
skills that are regarded as priority by global business people is public speaking skills such as English 
presentations and speeches. To further examine the detailed characteristics of public speaking skills and 
apply the result into English language teaching, a multimodal database of English public speaking 
performances was created. The database included video- and audio-recorded data of public speaking 
performances both by Japanese English learners and English native speakers. By analyzing the corpus data, 
phonological and movement factors regarding effective public speaking were revealed. These concrete 
indexes are expected to be useful information for Japanese English learners.

研究分野： 応用言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 社会環境の変化により、ビジネスのグロー
バル化に対応するための実践的英語力が
益々必要とされている。しかし、大学等で実
用性を主眼とした英語カリキュラムが導入
されていているものの、それらがグローバル
ビジネスの現場を反映しているとは必ずし
も言えず、そもそも現場で実際にどのように
英語が仕様されているのかはまだ不明な点
が多い。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、アジア諸国で働く日本人
グローバルビジネスパーソンが現場で用い
ている英語の実態を調査し英語教育に応用
することである。更に、調査結果を生かして、
将来的な大学英語カリキュラムおよび教材
の改善と、コーパス作成のための基盤とする。 

 

３．研究の方法 

 アジア諸国において一定期間以上の海外
赴任経験を持つ日本人ビジネスパーソンを
対象にインタビュー調査とアンケート調査
からなるニーズ分析を行い、多次元データ解
析を用いたテキストマイニング等の手法を
使ってデータを分析することで、現地におけ
る英語の主な使用場面、英語力の向上の必要
性を感じる場面などを具体的に明らかにす
る。 
 結果に基づいて、英語教育への示唆を明ら
かにし、そのための教材づくりの基盤となる
分析調査を行う。なお、本研究ではニーズ分
析の結果パブリックスピーキング・スキルの
重要性が明らかになったため、日本人英語学
習者と英語母語話者のパブリックスピーキ
ング・パフォーマンスをマルチモーダルコー
パス化し、音声ポーズの分布と頭部の動きを
分析した。音声ポーズについては、音声分析
ソフトウェアを用いて無音区間を自動抽出
し、話者ごとの特徴を調べた。頭部の動きに
ついてはモーション・トラッキングの手法を 
用いてスピーカーの鼻の動きをトラックし、
オーディエンスにどのようにアイコンタク
トをとっていたか、話者ごとに特徴を調べた。 
 
４．研究成果 
４．１．ニーズ分析 
 まず、英語スキルに関するアンケート調査
について、2013 年 7 月～2014 年 6 月の期間
に東南アジア７か国において調査を実施し
た。対象は、日本で学校教育を受けた日本人
であり、かつ東南アジアにおいて駐在経験を
持つビジネスパーソンである。アンケート調
査の有効回答数は７５名であった。アンケー
トでは選択肢質問項目と自由記述項目を設
置した。選択肢質問項目では『現地で主に英
語を使用する場面』『現地でもっと英語力を
伸ばしたいと感じる場面』『（英語学習に関し
て）日本で勉強してきてよかったこと』『（英
語学習に関して）日本でもっと勉強してくれ

ばよかったこと』『日本の英語教育にもっと
取り入れるべきこと』を訪ねた。選択肢に着
いては、あらかじめビジネスパーソン２名に
日々の業務の流れや英語を使用する場面な
どについてパイロットインタビューを行い、
それを基に選択肢を設定した。 
 まず、現地で主に英語を使用する場面に関
して、選択肢質問調査の結果が図１のように
なった。 
 
図１：現地で英語を使用する主な場面 

   のべ回答数グラフ（回答者 n=75） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この結果から、現地では、英語を読む・聴
くなどのインプットスキルだけではなく、英
語を書く・話すなどのアウトプットスキルが
頻繁に使用され、その具体的な場面としてビ
ジネスＥメールのやりとり、会議・打ち合わ
せでの参加によるやりとり、電話の発信・受
信、プレゼンテーション、接待でのやりとり、
スピーチなどが主な場面であることがわか
った。 
 同様の選択肢項目を用いて、英語の向上の
必要性を感じる場面や日本で勉強してきて
よかったと感じること、また、日本でもっと
勉強してくればよかったこと等について調
査した。現地で必要なスキルの概要を把握す
るため、調査結果からインプットスキルとア
ウトプットスキルそれぞれののべ回答数を
まとめると、図２の結果となった。 
 
図２：選択肢質問項目の結果のまとめ 

   （のべ回答数を基に抽出、回答者 n=75） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



  図２を見ると、現地での英語力向上のニー
ズとして、話す・書くなどのアウトプットス
キルが目立ち、また、日本の英語教育にもっ
と取り入れるべきこととしても同様の指摘
が多いことが分かる（X2検定で有意差あり）。 
 更に、より具体的で詳細な意見を明らかに
するため、インタビュー調査を行った。2013
年 8月～2014年 4月の期間に、東南アジア５
か国において１２名のグローバルビジネス
パーソンを対象に半構造式インタビューを
実施した。総録音時間は約 530 分、書き起
こしデータは 48158 文字となった。 
 インタビューの中で、[準備期間および駐
在地での経験を踏まえて、日本の英語教育に
もっと取り入れるべきこと]を質問し得た回
答について、書き起こしデータを用いてテキ
ストマイニングを行った。Wordminer Ver. 
1.14を使い、分かち書き処理などを行った後
に頻度５以上の語を抽出しクラスター化と
コレスポンデンス分析を実施したところ、図
３・図４の結果となった。 
 
図３：高頻度語クラスター化の結果 
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図４：コレスポンデンス分析プロット図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 クラスター３・４・５には『ディスカッシ
ョン』『英会話』『機会』などのキーワードが
出ており、プロット図および実際の文脈と併
せてみると、やはりアウトプットの実践機会
の不足の指摘が目立つことがわかった。特に、
大学等の英語教育において実践機会を増や
す必要性の指摘、また、具体的場面を想定し
た練習の有効性が指摘された。 
 以下はインタビューからの一部抜粋であ
る。 
 
A氏：話す練習、日常生活、日常英会話の練習。場面に応じ

た買物など。買い物にしてもカンボジアの市場に行くのとア

メリカのスーパーに行くのとでは全く違うから必要に応じた

場面設定で練習するといい。 

 

B 氏：（日本人は元々英語を話す習慣がないので） 英語を

話そうと思うと難しい。話す自体が目的とするのではなく、違

うことを目的に、その間の過程として英語を使わないといけ

ないという（英語をツールとした）場面設定ありきのほうが、

下手なりにも英語を、なんとか単語をつないでしゃべろうと

する 

 

C氏:渡航前に 3か月程度自腹で英会話スクールに通った。

そこで知っている簡単な単語をとにかく駆使してディスカッシ

ョンするなど実践的な練習ができたのでよかったが、学校で

何年も英語をやってきたのに、こんなに話せないのかとショ

ックでもあった 

 

D 氏:プレゼンテーションと会話のレッスンを会社の渡航準備

講座でみっちりとやった。プレゼンの内容も実際の業務みた

いな課題が出て非常に実践的だった。 

 
Ｃ氏の意見にも表れている通り、アンケート
とインタビューの結果から、ビジネスパーソ
ンは現地への赴任が決まった後に自らの時
間や予算を使って準備をしなければならな
かったというケースが多く見られた。同様の
問題は先行研究でも指摘されている。日本の
企業の９７・７％が中小企業であることを鑑
みても、企業が社員の英語教育に必ずしも予
算などを確保できるとは限らない。大学や学
校英語教育において、アウトプットスキルを
含めた英語力の向上が益々求められている
ことが示唆された。 
  
４．２．英語パブリックスピーキングの調査 
４．２．１．調査の背景と目的 
 前節のニーズ分析の結果、グローバルなビ
ジネス現場で英語のアウトプットスキルが
必要とされており、特に英会話やディスカッ
ション、プレゼンテーション、スピーチなど
のスピーキング力の向上が意識されている
ことが示された。そこで、会議でのディスカ
ッション・プレゼンテーション・スピーチな
どのパブリックスピーキング力に着目し、英
語教育への応用を主眼とした調査分析を行
った。 
 英語パブリックスピーキングの教育につ
いて、先行研究でも指摘されてきた問題点の



一つが、客観的データに基づく教材が少ない
という点である。パブリックスピーキングの
ためのテキスト等は国内外で出版されてい
るが、多くは著者の経験に基づく主観的な表
現であり、実証データに基づく記述が求めら
れていた。特に日本人英語学習者への教育を
念頭に置いた研究は希少である。そこで、本
調査では、日本人英語学習者の英語パブリッ
クスピーキング・パフォーマンスを録音・録
画し、マルチモーダルコーパス化したデータ
ベースを分析することで、教育に役立つ指標
を得ることを目的とする。 
 
４．２．２．調査方法 
 データについて、日本の大学で開催された
英語暗唱大会のパフォーマンスを録音・録画
し、ジャッジの評価情報と共にデータベース
化した。ジャッジは音声面・デリバリー面そ
れぞれについて、各話者を評価しスコア付け
していた。この中から、評価結果の傾向が異
なった話者６名を対象に、音声ポーズと頭部
の動きを分析した。 
 
４．２．３．結果 
 音声データについて、音声分析ソフトウェ
ア(Praat)を用いて無音部分を抽出し、話者
ごとの特徴を調べた。図５は基礎情報のまと
めである。 
 
図５：話者６名の基礎情報 

話者 

WPM 

(トー

クン) 

WPM 

(タイ

プ) 

データ

長 (s) 

ポーズ

頻度 

ポーズ

長平均 

(s) 

ポーズ

長 (s) 

P1-01 110 75 157 75 0.81 54.67 

P1-02  163 101 146 54 0.62 33.40 

P1-03  149 94 126 47 0.68 32.23 

P2-01 140 94 311 125 0.93 116.25 

P2-02  146 98 260 98 0.58 57.19 

P2-03  163 106 243 87 0.64 56.05 

 
 次に、無音区間（音声ポーズ）それぞれを、
スクリプトに基づいてラベル付けしアノテ
ーションを行った。ラベルは period、
comma/dash、others(ピリオドでもコンマで
もない部分でのポーズ)の３種類とした。話
者ごとにポーズ分布の結果をまとめたとこ
ろ図６の結果となった。なお、話者のうち
P1-03、P2-02、P2-03 は、音声面でジャッジ
からの評価が高かった話者である。 
 
 
 
 
 
 
 

図６：話者６名のポーズ分布 

話者 ポーズ種類 頻度 平均長 (s) 

P1-01 

comma/dash 

period 

others  

10 

14 

51  

0.54 

1.26 

0.61 

P1-02  

comma/dash 

period 
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9 

17 

28 

0.42 

1.02 

0.43 

P1-03 

（高）  

comma/dash 

period 
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13 

18 

16 

0.48 

1.16 

0.30 

P2-01 

comma/dash 

period 

others  

25 

43 

55 

0.73 

1.54 

0.46 

P2-02 

（高） 

comma/dash 

period 

others 

26 

43 

29 

0.47 

0.87 

0.25 

P2-03  

（高） 

comma/dash 

period 

others 

24 

41 

23 

0.40 

0.99 

0.28 

 
 以上の結果を見ると、高評価の話者はそれ
以外の話者と比較して『others』ポーズが少
ない傾向にあることが分かる（有意差あり）。
ポーズはコンマ、ピリオド以外の部分で、た
とえば意味チャンクに対応して挿入される
と意味を明確に伝える効果などが期待され
るが、頻度が高すぎるとフルエンシーが下が
り、効果的でないパフォーマンスになってし
まう事が示唆される。 
 次に、ポーズ長の傾向について、どの話者
もピリオドでのポーズがコンマよりも平均
長が長く、意識されていることが示唆された。
特に、高評価の話者は全員平均長が period
＞comma＞others の順になっており、効果
的なパフォーマンスの指標の一つになると
考えられる。 
 更に、動画データを用いて、話者それぞれ
の頭部の動きを調査した。効果的なパブリッ
クスピーキング・パフォーマンスのポイント
として、聴者とのアイコンタクトが指摘され
ているが、顔を動かす具体的なタイミングや
動きの大きさについて、客観的データに基づ
いた研究は少ない。そこで、本研究では話者
の鼻に特徴点をつけてモーション・トラッキ
ングを行うことで、顔の動きの特徴を客観的
に調査した。 
 図７はトラッキングの結果（1 分間）をプ
ロットしたものである。なお、話者のうち
P1-03、P2-02は、デリバリー面でジャッジか
らの評価が高かった話者である。結果から二



乗平均平方根（RMS）を算出し付記している。 
 
図７：話者６名のモーション・トラッキングの結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上の結果から、高評価の話者２名はいず
れも RMS が 90 前後であり、正面を基準にし
た場合、左右に 9ｃｍ程度の範囲で鼻が動い
ていたことになる。また、グラフから、左右
への動きのバランスもとれている。これに対
して他の話者は比較的動きが頻発あるいは
少ないことがわかる。 

 高評価の話者２名のグラフを見ると、正面
から１方向へ顔を向けまた正面に戻るまで
の１つのサイクルが約５秒程度で行われて
おり、これも効果的なアイコンタクトの 1 つ
の指標になると思われる。 

 

４．３．今後の展望 
 グローバルビジネスパーソンを対象とし
たニーズ分析の結果に基づき、パブリックス
ピーキング・パフォーマンスのデータベース
を作成し分析した。結果から、音声ポーズと 
頭部の動きのそれぞれについて、効果的なパ
フォーマンスのための客観的な指標が示唆
された。これらの指標を基に、大学の英語科
目においてスピーチ指導を行ったところ、具
体的な数字を出すと指導が行いやすく、学生
も目標が分かりやすいというメリットがあ
った。 
 現在、日本人英語学習者のデータベースの
更なる分析と、英語母語話者データのデータ
ベース化および分析を進めており、今後は更
なるデータに基づいて指標づくりを進め、教
材や指導法の開発に応用する。 
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